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（一財）自治体国際化協会ロンドン事務所マンスリートピック（2016年 8月） 

 

【英国の議会における女性議員の比率 ～ イングランドの地方議員は 3割以上が女性】 

 

2016年 7月、テリーザ・メイ氏が首相に就任し、英国で 2人目の女性首相が誕生した。

英国初の女性首相はマーガレット・サッチャー氏（任期 1979～1990年）で、メイ氏と同様、

保守党の政治家であった。現在の閣僚のうち、首相を含めて 8 人が女性であり、これは計

22人の内閣メンバーの 36％にあたる。英国初の女性閣僚は、1929年に誕生した英国史上 2

回目の労働党政権で労働大臣に任命されたマーガレット・ボンドフィールド氏であった。 

 

スコットランドでは、スコットランド政府の首席大臣（ニコラ・スタージョン氏）と主

要 2 政党の党首（スコットランド保守党のルース・デービッドソン党首とスコットランド

労働党のケジア・ダグデール党首）が全て女性である。また、北アイルランド政府の現在

の首席大臣（アーリーン・フォスター氏）も女性である。さらにウェールズでは、ウェー

ルズ議会の第一野党の党首（ウェールズ国民党のリアン・ウッド党首）が女性である。 

 

次に掲げるのは、英国下院図書館が 2016年 7月に発表した報告書1に盛り込まれていた英

国の議会の議員に女性が占める比率に関するデータである。 

 

・2015 年の下院選挙では、191 人の女性議員が選出された。これは下院議員の 29％に

あたり、これまでで最も高い数字である。 

 

・上院議員のうち 205人は女性であり、これは上院議員全体の 26％にあたる。 

 

・各自治政府議会の議員に女性が占める割合は、スコットランド議会が約 3分の 1（35％）、

ウェールズ議会が約 5分の 2（42％）、北アイルランド議会が 28％である。 

 

・2014年の欧州議会選挙の結果、英国選出の欧州議会議員に女性が占める割合は 41％

となった。 

 

・地方議員（地方自治体の議会の議員）に女性が占める割合は、イングランドが 32％

（2013年時点）、スコットランドが 24％（2012年時点）、ウェールズが 26％（同）、北

アイルランドが 25％（2014年時点）である。 

 

 

                                                   
1 http://researchbriefings.parliament.uk/ResearchBriefing/Summary/SN01250 

http://researchbriefings.parliament.uk/ResearchBriefing/Summary/SN01250
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次に掲げるのは、当事務所の調査で分かったデータである。 

 

・イングランドでは現在、16の地方自治体に直接公選首長が設置されており2、そのう

ち 4人（25％）が女性である。 

 

・2000 年にロンドン市長が設置されて以降現在まで、計 6 人が法律で定められた副市

長3に任命されており、そのうち 4人が女性であった。 

 

次の表は、2013 年時点におけるイングランドの地方議員の数及び男性議員と女性議員の

比率を政党別にまとめたものである4。 

 

政党 男性議員の割合（％） 女性議員の割合（％） 不明（％） 議員数 

保守党 70.0 29.1 0.9 8,248人 

労働党 62.3 36.7 1.1 5,697人 

自由民主党 66.2 33.4 0.4 2,625人 

無所属または住民

連合（Resident’s 

Association） 

73.1 26.4 0.6 869人 

英国独立党（UKIP） 88.6 11.4 0.0 178人 

緑の党 59.5 37.9 2.6 176人 

その他 73.7 26.3 0.0 113人 

総計 67.2 31.9 0.9 17,906人 

 

 

                                                   
2 ロンドン市長は、地方自治体の長ではなく、グレーター・ロンドンを管轄する広域行政体「グレーター・

ロンドン・オーソリティー（GLA）」の長であるため、この数字には含まれていない。 
3 ロンドン市長は、ロンドン議会議員の中から 1名をロンドン副市長（Statutory Deputy Mayor）に任命

することを法律で義務付けられている。 
4 地方自治体協議会が発行した「2013年地方議員センサス（Census of Local Authority Councillors 2013）」

（http://www.local.gov.uk/research-pay-and-workforce/-/journal_content/56/10180/6202579/ARTICL

E）のデータをもとに英国下院図書館が追加調査したもの 

http://www.local.gov.uk/research-pay-and-workforce/-/journal_content/56/10180/6202579/ARTICLE
http://www.local.gov.uk/research-pay-and-workforce/-/journal_content/56/10180/6202579/ARTICLE

